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人　口

　男

　女

世帯数

6，317人（一12）

3、058人（一5）

3，259人（一7）

1，765戸（一3）

61年11月1日現在人口

　　（　）は対前月比

牧＊ウ・丘まつり
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1

　　　　　　12

　歌人若山牧水の出身田校である坪谷小学校では、

牧水の業績とその遺徳をしのぶ、第／回牧水ケ丘ま

つりを11月15日に行いました。

　牧水ヶ丘は、坪谷小学校の校庭の一角に牧水生誕

100年を記念して昭和60年度に完成したものです。

当日は、牧水ヶ丘歌碑前において狛時から全校生徒

とその父兄が参加して、短歌の発表、朗詠などを行

いました。
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昭和61年12月号（2）つ、
つ町君と

．
碁

　
第
二
十
六
回
町
民
体
育
大
会
が
、

十
月
十
九
日
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
十
一
公
民
館
か
ら

の
代
表
選
手
が
、
ト
ラ
ッ
ク
・
フ
ィ

ル
ド
競
技
に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

記
録
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
二
種
目
、
フ

ィ
ル
ド
競
技
五
種
目
に
大
会
新
記
録

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
か
ら
公
民
館
対

抗
綱
引
の
種
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
各
種
目
ご
と
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
〔
男
　
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
森
田
敏
勝
（
鶴
）
1
2
秒

6
　
▽
高
校
生
　
那
須
慶
史
（
小
）

12

b
6
　
▽
二
十
五
歳
以
下
　
小
林

英
明
（
福
）
1
3
秒
2
　
▽
二
十
六
～

二
十
九
歳
　
高
山
睦
男
（
八
）
1
2
秒

6
　
▽
三
十
～
三
十
四
歳
　
矢
野
博

（
福
）
1
2
秒
9
　
▽
三
十
五
～
三
十

九
歳
海
野
修
一
（
小
）
1
3
秒
2
　
▽
四
十
～

四
十
四
歳
森
田
隆
雄
（
鶴
）
1
3
秒
6

▽
四
十
五
～
四
十
九
歳
　
鶴
田
久
仁

男
（
福
）
1
4
秒
2
　
▽
五
十
～
五
十

九
歳
　
直
野
直
志
（
福
）
1
5
秒
0

▽
六
十
歳
以
上
（
6
0
メ
ー
ト
ル
・
）
東

村
吉
市
（
小
）
9
秒
6

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
沖
田
光
太
郎
（
羽
）
2
6

秒
1
　
▽
高
校
生
　
海
野
芳
彦
（
越
）

26

b
3
　
▽
一
般
　
塩
月
宏
明
（
福
）

26

b
5

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル

安
藤
光
春
（
寺
）
5
9
秒
9

　
▼
千
メ
ー
ト
ル

▽
四
十
歳
代
　
橋
口
勝
義
（
寺
）
3

分
2
0
秒
9
　
▽
五
十
歳
代
　
直
野
政

一
郎
（
福
）
3
分
5
4
秒
6

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
海
野
宏
明
（
福
）
4
分

51

b
2
　
▽
高
校
生
　
佐
々
木
一
也

（
坪
）
5
分
1
5
秒
3
　
▽
二
十
九
歳

以
下
　
河
野
賢
一
（
越
）
4
分
4
9
秒

7
　
▽
三
十
歳
代
　
池
田
平
美
（
迫
）

4
分
4
9
秒
4

　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

河
野
賢
一
（
越
）
1
6
分
5
5
秒
3

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

福
瀬
区
　
1
分
4
7
秒
7

　
▼
年
齢
別
リ
レ
ー

福
瀬
区
・
2
分
2
1
秒
2

　
▼
俵
運
び
競
争

福
瀬
区
　
一
分
5
6
秒
0

　
▼
走
高
跳

▽
中
学
生
　
森
田
敏
勝
（
鶴
＞
1
m

68

P
1
大
会
新
　
▽
高
校
生
　
谷
口
設

夫
（
小
）
1
m
5
6
▽
一
般
岩
田

豊
昭
（
福
）
1
m
5
6

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
黒
木
義
人
（
小
）
5
m

14

@
▽
高
校
生
　
松
山
直
大
（
小
）

5
m
6
1
　
▽
一
般
　
岩
田
豊
昭
（
福
）

5
m
6
2

　
▼
砲
丸
投

▽
中
学
生
　
森
西
初
義
（
福
）
9
m

5
　
▽
高
校
生
・
十
代
　
片
江
豊
春

（
坪
）
1
2
m
9
3
－
－
大
会
新
　
▽
二
十

歳
代
　
西
田
宗
吉
（
小
）
1
0
m
9
1

▽
三
十
歳
代
　
橋
口
博
文
（
寺
）
1
3

秒
1
3
　
▽
四
十
歳
代
　
田
辺
英
雄
（

福
）
1
2
m
5
8
▽
五
十
歳
以
上
寺一’

ぐ
今
年
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た

　
　
　
　
公
民
館
対
抗
「
綱
引
き
」

響
」

漏
嫉

田
紋
太
郎
（
鶴
）
1
3
m
7
6
1
1
大
会
新

　
〔
女
　
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
矢
野
久
美
子
（
坪
）
1
4

秒
6
　
▽
高
校
生
　
東
村
囁
子
（
小
）

14

b
3
　
▽
二
十
五
歳
以
下
　
甲
斐

由
美
（
仲
）
1
5
秒
3
　
▽
二
十
六
～

二
十
九
歳
　
本
多
有
子
（
小
）
1
4
秒

7
　
▽
三
十
～
三
十
四
歳
　
福
良
俊

美
（
小
）
1
5
秒
6
　
▽
三
十
五
～
三

十
九
歳
　
奈
須
ツ
ギ
エ
（
八
）
1
5
秒

8
　
▽
四
十
～
四
十
四
歳
　
那
須
文

代
（
小
）
1
4
秒
9
1
1
大
会
新
▽
四

十
五
～
四
十
九
歳
　
藤
崎
月
子
（
八
）

16

b
3
1
1
大
会
新
　
▽
五
十
歳
以
上

（
6
0
メ
ー
ト
ル
）
直
野
エ
ミ
子
（
福
）

11

b
0

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

つ、
つ町報と（3）昭和61年12月号

日
吉
チ
ヨ
子
（
羽
）
3
4
秒
9

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
・
高
校
生
　
川
越
優
子
（
福
）

3
分
6
秒
5
　
▽
一
般
　
伊
東
美
代

子
（
八
）
3
分
7
秒
2

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

羽
坂
区
　
1
分
2
秒
5

　
▼
年
齢
別
リ
レ
ー

小
野
田
区
　
1
分
5
1
秒
0

　
▼
走
高
跳

▽
中
学
生
　
長
渡
牧
子
（
田
）
1
m

30

@
▽
高
校
生
　
葦
原
寿
美
代
（
小
）

1
m
3
6
一
大
会
新
　
▽
一
般
　
金
丸

広
子
（
福
）
1
m
2
0

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
清
水
純
子
（
羽
）
3
m

53

@
▽
高
校
生
　
山
口
砂
緒
里
（
鶴
）

3
m
9
1
　
▽
「
般
　
本
多
有
子
（
小
）

3
m
9
7

＜
浄
水
場
建
設
地
で
行
わ
れ
た

　
　
　
起
工
式

　
▼
砲
丸
投

▽
中
学
生
　
黒
木
亜
紀
子
（
迫
）
8

m
2
3
　
▽
高
校
・
十
代
　
荒
砂
由
紀

（
仲
）
8
m
1
6
　
▽
二
十
九
歳
以
下

若
杉
由
美
（
仲
）
7
m
8
1
　
▽
三
十

～
三
十
四
歳
　
井
上
千
穂
子
（
小
）

9
m
6
6
1
一
大
会
新
　
▽
三
十
五
歳
以

上
　
奈
須
ツ
ギ
エ
（
八
）
9
m
5
1

　
▼
公
民
館
役
職
員
リ
レ
ー

　
八
重
原
区
　
2
分
0
秒
3

　
▼
公
民
館
対
抗
綱
引
（
新
種
目
V

　
八
重
原
区

　
〔
総
　
合
〕

優
　
勝
　
福
瀬
公
民
館
　
二
〇
七
点

第
二
位
　
鶴
野
内
公
民
館
一
八
八
点

第
三
位
　
小
野
田
公
民
館
一
七
五
点

画

迫野内地区

　
新
農
業
構
造
改
善
事
業
で
実
施
す

る
「
迫
野
内
地
区
営
農
用
水
施
設
」

工
事
の
起
工
式
が
、
十
一
月
一
日
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
迫
野
内
地
区
は
、
公
的
な
飲
用
水

施
設
が
な
く
、
各
戸
ま
た
は
共
同
で

付
近
の
湧
水
な
ど
を
自
家
用
水
と
し

て
、
飲
用
水
、
雑
用
水
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
水
道
施
設
は
、
昭
和
六
十
年

度
及
び
六
十
一
年
度
の
二
ヶ
年
で
整

備
さ
れ
、
総
事
業
費
は
二
億
四
百
十

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
取
水
場
か

ら
浄
水
場
ま
で
の
導
水
管
延
長
二
千

五
百
メ
ー
ト
ル
、
浄
水
場
か
ら
の
配

水
管
一
万
三
百
メ
ー
ト
ル
で
、
受
益

戸
数
一
二
〇
戸
、
給
水
人
口
四
八
一

人
、
　
一
日
最
大
給
水
量
二
一
四
卜
〆
の

施
設
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
が

飲
用
水
と
し
て
、
五
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
肉
牛
、
豚
な
ど
の
家
畜
用
水
、
農

機
具
、
桑
園
な
ど
の
洗
浄
・
防
除
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
年
度
別
で
は
、
既
に
昭
和
六
十
年

度
事
業
と
し
て
水
源
施
設
及
び
県
道

改
良
に
併
せ
一
部
の
区
間
で
配
水
管

埋
設
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
六
十
一

年
度
は
、
導
水
管
、
配
水
管
、
減
圧

槽
な
ど
一
億
八
千
七
百
万
円
を
投
じ

て
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
か
ら
、
飲
用
水
、
営

農
用
水
と
し
て
安
定
供
給
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し

》

　
東
郷
町
産
業
祭
が
十
一
月
七
日
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
日
の
九

日
に
「
東
郷
町
む
ら
お
こ
し
野
菜
生

産
振
興
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
水
田
の
ほ
場
整
備

な
ど
生
産
基
盤
が
整
備
さ
れ
る
な
か

で
、
そ
の
高
度
利
用
を
は
か
り
野
菜

の
産
地
化
に
取
り
組
も
う
と
開
か
れ

た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
午
後
一
時
か
ら
開
会
行

事
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
東
郷
町
の
農

業
生
産
の
現
状
、
野
菜
生
産
の
振
興

計
画
の
報
告
、
事
例
発
表
、
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
米
と
野
菜
生
産

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
美
々
津
の
キ
ュ
ー
リ

部
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
日
向
市
の

黒
木
秋
寛
さ
ん
が
「
私
の
野
菜
経
営
」

と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
新
宿
青
果
次
長
の
甲

斐
国
司
さ
ん
は
「
野
菜
流
通
の
現
状

と
今
後
の
展
望
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
む
ら
お
こ
し
野
菜

生
産
振
興
大
会
を
契
機
に
、
本
町
の

野
菜
生
産
の
振
興
と
生
産
者
所
得
の

向
上
を
は
か
る
た
め
に
、

一、

�
ﾘ
づ
く
り
で
、
農
地
の
高
度

　
利
用
を
は
か
ろ
う
。

二
、
野
菜
を
取
り
入
れ
た
営
農
の
確

　
立
を
は
か
ろ
う
。

　
と
、
大
会
宣
言
の
決
議
を
行
い
ま

し
た
。

了
？
蟹
ゆ
κ
㍉
轟
＆
・
4
塗
？
つ

榊
9
縄
一
、
イ
角
」
‘
一
、
蛋
逸
‘
≧
か
ち
う

零
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“
人
権
”
に
つ
い
て

　　

@　

l
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
　
1
2
月
4
日
～
1
0
日
は
「
人
権
週
間
」

｛諮
｛
｛
｛
｛
艦
｛
8
電
｛
｛
｛
凄
馬
遷
｛
｛
｛
｛
艦
篭
篭
｛
｛
藍
電
』
℃
｛
｛
｛
遷
｛
畿

　
今
年
も
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
人
権
週
間
は
、
十
二
月
四
日
か
ら

十
二
月
十
日
（
人
権
デ
i
）
ま
で
の

一
週
間
で
、
み
ん
な
で
お
互
い
に
相

手
の
立
場
と
人
権
を
考
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
．

　
期
間
中
は
全
国
各
地
で
「
人
権
」

に
ち
な
ん
だ
催
し
物
書
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も

「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

序詞一剛剛㍗ΨΨ

　
今
年
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項
は

O
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
．

o
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

O
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

o
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う
。

い
つ
で
も
人
権
相
談
所
へ

　
　
　
　
　
　
ど
　
う
　
ぞ

人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
そ
の
ほ
か
、

家
庭
内
の
問
題
、
借
地
、
借
家
、
登

記
、
金
銭
貸
借
問
題
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近

く
の
人
権
相
談
所
、
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
人
権
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
人
権
相
談
所

　
延
岡
市
南
町
二
丁
目
一
番
地
八

　
　
宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局

　
　
〇
九
八
ニ
一
三
三
一
二
一
七
九

▽
人
権
擁
護
委
員

山
本
和
年
（
羽
坂
）
　
㊥
）
二
六
〇
七

中
谷
芳
雄
（
仲
深
）
　
⑲
七
七
〇
二

黒
木
利
松
（
気
迫
）
　
⑭
一
八
○
○

チ
チ
葬
黍
業
表
葬
葬
葬
柔
一
表
葬
f
f
葬
季
萎
土
葬
葬
メ
チ
蓼
チ
メ
柔
葬
表
葬
チ
～
孝
f
チ
垂
垂
葬
糞
垂
華
表
垂
垂
華
華
～
メ

国
民
年
金

保
険
絹
は

納
め
ま
し
た
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納

め
て
い
ま
す
か
。

　
「
そ
の
う
ち
に
納
め
よ
う
」
と
思

っ
て
い
て
、
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
、
老
齢

年
金
の
額
が
少
な
く
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
突
発
的
な
事
故
が
起
き
た

時
、
わ
ず
か
な
未
納
期
間
の
た
め
に

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
、
納
め

に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
年
金
に
関
す
る
こ
と
で
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
役
場
住
民
課
年
金
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町
が
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

迫
野
内
東
上
組
合
が
県
知
事
表
彰

　
昭
和
六
十
一
年
度
国
民
年
金
推
進

月
間
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
十
一

月
十
七
日
に
、
県
庁
講
堂
に
お
い
て

国
民
年
金
関
係
者
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
国
民
年
金
事
業
実
績

の
優
秀
な
市
町
村
と
し
て
、
東
郷
町

が
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
、
ま
た
、

優
秀
な
国
民
年
金
組
合
と
し
て
、
迫

野
内
の
東
上
組
合
が
県
知
事
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

青
少
年
に
と
っ
て

有
害
な
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

収
納
自
動
販
売
機
設
置

　　

@　

@　

@
の
防
止
を

　
有
害
図
書
の
自
動
販
売
機
に
つ
い

て
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
現
在
東
郷
町
に
は
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
近
頃
こ
れ
に
か
わ
る

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
収
納
自
動
販
売
機
が

よ
そ
で
設
置
さ
れ
、
青
少
年
に
有
害

な
も
の
が
数
多
く
販
売
さ
れ
て
お
り

憂
慮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

助手席も違反対象
　　　一11月1日から違反点1一

　全ての道路で
　●運転者がシートベルトを着用しないで運転

　　した場合
　●助手席同乗者にシートベルトを着用させ

　　ないで運転した場合

　　　　運転者に違反点1点がつきます。
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鞘口

　
も
し
こ
の
よ
う
な
業
者
が
来
た
ら
、

設
置
の
「
場
所
を
提
供
し
な
い
」
、

「
電
源
を
貸
さ
な
い
」
よ
う
に
お
互

い
に
気
を
つ
け
、
青
少
年
を
と
り
ま

く
環
境
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

緯
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昭
和
六
十
一
年
度

東
郷
町
産
業
祭
が
十

一
月
七
日
か
ら
九
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た

町
中
央
公
民
館
及
び

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、

農
林
産
物
・
商
工
会

コ
ー
ナ
ー
、
農
機
具

コ
ー
ナ
ー
、
姉
妹
都

市
物
産
展
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
展
示
即
売

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
地
改
良
施
設
の

　
維
持
管
理
の

　
　
　
強
化
を

　
1
1
月
4
日
、
新
ひ
む
か
土
地

改
良
祭
に
伴
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
来
町
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
土
地
改
良
事
業
の

進
展
に
伴
い
、
そ
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
に
諸
施
設
の
維
持

管
理
の
充
実
、
強
化
を
は
か
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

冒
満
遍
⑫
圏
會
幽
へ

統
計
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
工
業

統
計
調
査
及
び
石
油
等
消
費
構
造
統

計
調
査
が
、
製
造
事
業
所
を
対
象
に

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
、

歳
末
連
含

　
　
　
　
　
大
亮
出
し

一
東
郷
町
商
店
十
一

　
文
化
資
質
の
向
上
と
住
民
の

親
睦
・
体
力
の
向
上
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
文
化
祭
が

十
一
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門
は
、

圓
　
　
　
　
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー

　
　
　
　
ボ
ー
ル
、
小
・
中
学
校

　
　
　
　
合
同
陸
上
大
会
等
が
、

　
　
　
　
ま
た
文
化
部
門
は
、

囮回
町
産
業
祭
と
併
行
し

て
行
わ
れ
、
書
道
・

絵
画
・
寒
蘭
・
盆
栽
・

老
人
ク
ラ
ブ
・
婦
人

学
級
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
方
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

可

撫

無

職

孫懸繭睡

峯
灘
療
欝
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ぜ

孤一

青
少
年
育
成
功
労
者
　
　
　
ひ
え
つ
き
節

と
し
て
表
彰
を
受
け
る
　
　
　
全
国
大
会
で
日
本
一

　
昭
和
六
十
一
年
度
県
青
少
年
育
成

大
会
が
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
、
小
野

田
の
海
野
和
幸
さ
ん
が
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
の
育
成
指
導
員
を
永
年

に
わ
た
り
勤
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
民
会
議
よ
り

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
去
る
十
月
二
十
六
日
、
椎
葉
村
で

開
催
さ
れ
た
「
ひ
え
つ
き
節
全
国
大

会
」
に
一
般
の
部
で
出
場
し
た
、
山

田
利
忠
さ
ん
（
鶴
野
内
）
が
み
ご
と

優
勝
し
、
日
本
一
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

　
東
郷
町
商
店
会
で
は
、
町
商
工
会

の
協
賛
に
よ
り
「
歳
末
連
合
大
売
出

し
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
大
売
出
し
は
、
地
元
の
商
店

を
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と

初
め
て
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
ぜ
ひ
地
元
の
店
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

▽
売
出
し
期
間

　
　
　
1
2
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日

▽
抽
選
期
間
わ
っ

　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ド
　

　
　
　
1
2
月
2
0
日
～
1
2
月
2
6
日

　　

i
　
　
　
1
月
5
日
～
1
月
8
日

▽
抽
選
場
所

　
　
　
東
郷
町
商
工
会
館

※
抽
選
の
で
き
る
補
助
券
は
大
売
出

　
し
加
盟
店
の
み
で
発
行
し
て
い
ま

　
す
。
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十
月
レ
四
、
卜
五
日
高
千
穂
町
国

民
宿
舎
で
、
県
ひ
む
か
づ
く
り
運
動

県
民
会
議
主
催
に
よ
る
、
「
地
域
づ
く

り
青
年
パ
イ
オ
ニ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
県
内
卜
五
町
村
よ
り
主

と
し
て
青
年
諸
君
が
参
加
し
た
，

　
東
郷
町
は
私
と
事
務
局
か
ら
一
名
、

S
A
P
関
係
の
田
原
一
義
君
、
長
友

弘
幸
君
、
高
尾
浩
二
君
の
五
名
が
参

加
し
た
の
で
す
、

　
第
一
日
は
県
の
青
井
事
務
局
長
、

幽一瓢

＜
や
ま
め
の
里
養
魚
場

宮
日
新
聞
田
中
編
集
局
長
、
秋
本
治
（
や
ま

め
の
里
経
営
）
の
講
演
が
あ
り
、
夜
六

時
よ
り
一
，
夜
な
べ
討
論
」
で
八
十
余

名
の
青
年
諸
君
を
八
班
に
分
け
て
座

を
作
り
、
芦
尾
副
知
事
も
参
加
さ
れ

て
、
各
町
村
の
取
組
ん
で
い
る
こ
と
の
問

題
点
を
討
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
ま
と
め

を
代
表
が
発
表
し
た
．
．
そ
の
代
表
発

表
に
田
原
君
と
長
友
君
が
堂
々
と
発

表
し
て
東
郷
代
表
の
気
勢
を
あ
げ
て

く
れ
た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
、

　
翌
十
五
日
、
現
地
視
察
で
私
と
山

口
君
、
高
尾
君
は
五
ヶ
瀬
町
鞍
岡
の

や
ま
め
の
里
に
直
行
し
た
．
．

　
「
や
ま
め
の
里
」
は
前
日
の
講
演
者

秋
本
読
声
が
経
営
し
て
い
る
の
で
す
。

秋
本
氏
は
「
智
保
郷
の
将
来
を
考
え

る
会
」
の
会
長
で
も
あ
り
ま
す
．
、
智

保
郷
と
は
西
臼
杵
全
体
の
地
域
で
、

昔
高
千
穂
を
智
保
郷
と
申
し
て
い
た

古
語
の
意
味
で
す
。

　
九
州
の
ヘ
ソ
と
言
わ
れ
る
鞍
岡
の

山
里
、
こ
こ
「
や
ま
め
の
里
」
を
私

は
か
ね
て
よ
り
憧
れ
て
い
た
．
、
来
て

見
て
驚
い
た
。
山
あ
い
の
谷
に
長
さ

約
百
米
、
幅
四
十
米
の
養
魚
水
槽
が

見
事
に
作
ら
れ
、
稚
魚
、
成
魚
と
幾

つ
か
に
区
切
ら
れ
、
や
ま
め
は
生
き

生
き
と
泳
い
で
い
る
。

　
成
魚
は
毎
日
梱
包
さ
れ
、
熊
本
飛

行
場
に
運
び
、
北
九
州
、
福
岡
、
大

阪
、
東
京
方
面
に
販
売
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
こ
の
従
業
員
も
二
十
五

名
と
か
、
毎
日
観
光
客
は
絶
え
な
い
．
．

年
間
約
三
万
人
の
観
光
客
を
受
け
入

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
毎
日
訪
れ
る
観
光
客
の
た
め
、
広

い
座
席
も
作
ら
れ
、
や
ま
め
を
食
べ

て
喜
ん
で
い
た
だ
く
と
か
、
売
店
も

藁
ぶ
き
屋
根
の
大
き
い
作
り
、
こ
こ

が
九
州
の
ヘ
ソ
の
山
里
と
は
思
え
な

い
様
に
強
く
感
じ
ら
れ
た
、
．

　
清
流
は
ず
っ
と
奥
山
の
方
か
ら
大

小
様
々
な
岩
間
を
縫
っ
て
流
れ
て
い
る
。

　
秋
本
治
氏
は
大
変
貧
し
い
家
に
生

れ
、
ま
だ
四
十
五
才
の
若
さ
で
す
。

「
私
は
二
十
余
年
前
、
こ
の
山
里
の
清

流
に
生
き
て
い
る
一
匹
の
や
ま
め
が

私
の
心
を
捉
え
た
。
ヨ
シ
、
こ
の
や

ま
め
を
世
に
出
す
こ
と
が
自
分
の
生

き
甲
斐
で
あ
る
．
、
や
ま
め
と
心
中
し

よ
う
。
」
と
決
心
、
そ
れ
よ
り
工
夫
研

究
の
毎
日
が
続
い
た
の
で
す
．
、
・
最
も

苦
心
し
た
の
が
、
卿
化
の
問
題
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
、
失
敗
の
繰
り
返
し

が
遂
に
努
力
に
よ
っ
て
成
功
．
．

　
今
で
は
、
西
臼
杵
郡
内
青
年
の
リ

ー
ダ
ー
マ
ン
。
智
保
郷
の
将
来
に
大

き
い
夢
を
描
く
指
導
者
で
あ
り
ま
す
。

新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
東
郷
町
民
会
議

　
　
　
　
　
　
会
長
都
甲
鶴
男

腎樽饒八歴梶饗×
　　　　　　　　　　箏
磁裏、詰著聡、

五
本
松
峠

塩
月
儀
市

　
其
処
は
も
う
私
の
家
か
ら
二
里
ほ

ど
も
は
な
れ
た
山
の
中
で
あ
る
。
幾

ら
急
い
で
も
往
復
に
は
相
当
の
時
間

が
か
・
る
。
そ
れ
に
都
合
よ
く
猫
を

捕
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
い
・
が
そ

れ
も
怪
し
い
。
途
方
に
暮
れ
た
母
や

一
行
の
人
た
ち
は
呆
れ
驚
き
な
が
ら

更
に
手
強
く
お
ど
し
も
し
す
か
し
も

し
た
が
、
耳
に
も
入
れ
な
い
。
ま
る

で
死
ぬ
様
に
騒
ぎ
立
て
・
果
し
が
な

い
。
終
に
は
母
ま
で
半
ば
は
泣
き
な

が
ら
】
行
の
人
達
に
詫
び
を
言
っ
て

其
処
で
猫
の
来
る
の
を
待
つ
こ
と
に

な
っ
た
。

　
何
時
間
で
あ
っ
た
か
、
高
い
山
の

上
で
の
徒
然
な
時
間
が
過
ぎ
て
漸
く

下
の
方
か
ら
心
細
げ
に
鳴
く
猫
の
鳴

声
が
聞
え
て
来
た
。
い
ち
は
や
く
そ

の
声
を
聞
き
つ
け
た
時
、
私
は
今
ま

で
に
知
ら
ぬ
き
ま
り
の
悪
い
様
な
、

悲
し
い
様
な
、
言
い
様
の
な
い
思
い

を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
山
が

下
り
坂
に
な
っ
た
時
、
こ
の
強
情
な

児
を
い
じ
め
て
や
れ
と
思
っ
た
か
、

駕
籠
を
担
い
で
い
た
二
人
の
若
者
は

脚
に
任
せ
て
走
り
出
し
た
。
駕
籠
の

中
に
は
六
歳
に
な
っ
た
私
と
大
き
な

猫
の
入
れ
ら
れ
た
魚
籠
と
が
ご
ろ
ご

ろ
と
転
げ
合
っ
て
そ
の
痛
さ
苦
し
さ

と
云
っ
た
ら
無
か
っ
た
。
で
も
私
は
我

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
の

慢
に
我
慢
を
重
ね
て
終
に
一
声
も
泣

か
な
か
っ
た
。

　
こ
の
話
で
思
い
出
す
。
幼
い
頃
私

に
は
斯
う
し
た
強
情
な
我
侭
な
性
質

が
多
量
に
あ
っ
た
。
矢
張
り
そ
の
歳

か
そ
の
翌
歳
か
の
事
で
あ
っ
た
。
田

代
に
移
っ
て
幾
ら
も
た
・
な
い
頃
の

事
で
、
丑
蔵
と
云
う
村
で
も
有
志
の

中
に
数
え
ら
れ
る
一
人
の
男
が
私
の

凧
を
上
げ
て
遊
ん
で
い
る
所
へ
通
り

か
・
っ
て
会
釈
の
積
り
で
あ
っ
た
か

一
緒
に
な
っ
て
そ
の
凧
を
上
げ
て
呉

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
手
で
上
げ

ら
れ
て
い
た
凧
が
急
に
蜻
蛉
返
り
を

打
つ
と
共
に
水
田
の
中
へ
ざ
ん
ぶ
り

と
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
を
見
る
と
同

時
に
私
は
こ
の
よ
ぐ
」
見
知
ら
ぬ
男

に
向
っ
て
必
死
に
な
つ
’
飛
び
つ
い

た
。
そ
し
て
全
身
の
力
を
挙
げ
て
泣

き
わ
め
き
な
が
ら
そ
の
男
の
手
と
云

わ
ず
、
脚
と
い
わ
ず
、
当
る
と
こ
ろ

を
引
き
掻
き
、
か
み
つ
い
た
．
、
新
し

い
の
を
直
ぐ
買
っ
て
来
る
か
ら
と
狼

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ぢ
ヘ
ロ

狽
て
騒
い
で
宥
め
に
か
っ
た
が
聴
か

ば
こ
そ
、
こ
の
小
さ
な
子
供
一
人
を

ほ
と
／
＼
に
持
て
余
し
て
い
た
と
こ

ろ
へ
漸
く
母
が
駆
け
つ
け
て
来
た
。
そ

し
て
、
漸
く
声
を
収
め
た
私
を
つ
く

み
＼
と
見
守
り
な
が
ら
そ
の
男
が
母

に
言
っ
た
相
で
あ
る
。
こ
の
子
供
が

若
し
偉
く
な
る
と
す
れ
ば
大
し
た
も

の
だ
。
間
違
っ
て
ま
た
悪
く
な
る
と

し
た
ら
そ
れ
も
た
だ
で
は
済
ま
な
い

と
。

、
つ

こ“
・
つと報町（7）昭和61年12月号

U

O
臣
∩
▲

■

∩
U
ロ
三
三
ロ
0
0

⑫
黙

せ

東
郷
病
院

　
山
　
元
　
香
代
子

　
朝
晩
、
と
て
も
冷
え
こ
む
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
外
来
に
も
か
ぜ
の
患

者
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
か
ぜ
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
、
日
ご
ろ
い
ち
ば

ん
よ
く
か
か
る
病
気
が
、
　
「
か
ぜ
」

で
す
。
か
ぜ
は
軽
い
病
気
と
受
け
と

め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
症
状
は
、

く
し
ゃ
み
、
鼻
み
ず
、
鼻
づ
ま
り
、

の
ど
が
痛
い
、
せ
き
、
た
ん
、
ゾ
ク

ゾ
ク
寒
け
が
す
る
、
熱
っ
ぽ
い
、
頭

が
痛
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
し

て
、
か
ぜ
を
ひ
き
お
こ
す
原
因
と
な

る
の
は
、
九
〇
％
以
上
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
ィ
ル
ス
で
す
。

ウ
ィ
ル
ス
に
も
た
く
さ
ん
の
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ウ
ィ
ル
ス
が
、

鼻
、
の
ど
、
気
管
な
ど
の
粘
膜
に
炎

譲
鳶

．
礎
ラ

“かぜは

　休養が大事．

症
を
お
こ
し
て
発
病
す
る
の
が
、
か

ぜ
な
の
で
す
。

　
外
来
で
、
「
か
ぜ
を
ひ
い
た
か
ら
、

よ
く
き
く
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
っ
て
、
腕
を
だ
さ
れ
る
患
者
さ

ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

か
ぜ
の
特
効
薬
は
な
い
の
で
す
。
先

ほ
ど
も
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
か

ぜ
は
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
で
す
。
そ
の

ウ
ィ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
く
す
り
は
、

ま
だ
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
か

ぜ
ぐ
す
り
と
い
う
の
は
、
鼻
み
ず
、

鼻
づ
ま
り
に
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
、

せ
き
に
は
せ
き
ど
め
、
の
ど
の
痛
み
、

頭
痛
に
は
痛
み
ど
め
、
熱
に
は
熱
さ

ま
し
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
症
状
に
あ
っ
た
く
す
り
を
飲
ん
で

も
ら
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と

は
、
か
ぜ
を
ひ
い
た
か
な
と
思
っ
た

時
に
は
、
栄
養
を
と
り
、
暖
か
く
し

て
、
十
分
な
睡
眠
、
休
養
を
と
る
こ

と
で
す
。
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
で
す
。

無
理
を
し
て
こ
じ
ら
せ
た
ら
、
肺
炎
、

中
耳
炎
、
ち
く
の
う
な
ど
を
ひ
き
お

こ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
、

赤
ち
ゃ
ん
、
お
年
寄
り
、
他
に
病
気

の
あ
る
人
は
、
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
悪

化
し
や
す
い
の
で
、
か
ぜ
を
ひ
い
た

人
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
か
ぜ
の
患
者
さ
ん
の
「
回
の
く
し

ゃ
み
で
、
数
万
個
の
ウ
ィ
ル
ス
が
、

三
メ
ー
ト
ル
と
び
散
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
同
じ
家
の
中

に
、
か
ぜ
を
ひ
い
た
人
が
い
た
ら
、

別
々
の
部
屋
で
や
す
ん
だ
り
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
か
ぜ
を
ひ

く
と
、
下
痢
や
嘔
吐
が
み
ら
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か

ら
の
季
節
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
も
う
一
度
、
か
ぜ
に
関
す
る
注
意

点
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。

①
か
ぜ
を
予
防
す
る
た
め
に
、
外
か

ら
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
う
か
い
を
す
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
人
ご
み
へ
の
外
出
は
で
き
る
だ
け

ひ
か
え
ま
し
よ
う
．
、

③
部
屋
の
暖
房
を
す
る
時
は
換
気
を

よ
く
し
て
、
部
屋
が
乾
燥
し
な
い
よ

う
こ
し
ま
し
ょ
う
。

④
赤
ち
ゃ
ん
、
お
年
寄
り
は
、
か
ぜ

を
ひ
い
た
人
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

こ
し
ま
し
よ
う
。

⑤
か
ぜ
を
ひ
い
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、

無
理
を
せ
ず
、
栄
養
を
と
り
、
十
分

な
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
．
、

⑥
二
～
三
日
休
ん
で
も
、
よ
く
な
ら

な
い
時
は
、
医
師
の
診
察
を
う
け
ま

し
ょ
う
。

派
出
所
だ
よ
り

年
末
に
お
け
る
犯
罪

　
　
　
や
事
故
を
防
ご
う

　
年
の
瀬
は
、
空
巣
ね
ら
い
、
ひ
っ

た
く
り
、
傷
害
事
件
又
は
、
ボ
ー
ナ

ス
や
大
会
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
な
ど

凶
悪
事
件
及
び
交
通
事
故
も
多
発
す

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
こ
の
時
期
を
「
年
末

特
別
警
戒
期
間
」
と
定
め
、
犯
罪
や

事
件
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
、
総

力
を
あ
げ
て
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ら
の
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

明
る
い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故

　
　
　
　
防
止
の
た
め

O
交
通
安
全
は
、
ス
タ
ー
ト
が
肝
心
、

　
始
業
点
検
も
お
こ
た
ら
ず
、
シ
ー

　
ト
ベ
ル
ト
等
正
し
く
着
用
し
ま
し

　
よ
う
。

O
忙
し
い
と
き
ほ
ど
心
に
余
裕
を
も

　
ち
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
安
全

　
確
認
は
十
分
行
い
ま
し
ょ
う
。

O
あ
な
た
の
囲
り
に
は
危
険
が
い
っ

　
ぱ
い
、
ち
ょ
っ
と
の
油
断
が
引
き
起

　
こ
す
事
故
の
大
き
さ
を
考
え
、
運

　
奇
中
は
全
神
経
を
集
中
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
犯
罪

　
　
　
防
止
の
た
め

O
隣
り
近
所
で
協
力
し
て
、

　
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
を

　
　
見
慣
れ
ぬ
人
は
、
判
せ
ず
「
ひ

　
と
声
」
か
け
用
件
を
確
か
め
不
審

　
な
点
が
あ
る
場
合
m
番
か
駐
在
所

　
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

O
戸
締
り
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
必
要
以
外
の
現
金
は
家
に
置
か

　
な
い
、
預
金
通
帳
類
と
印
鑑
は
別

　
々
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

o
現
金
の
持
ち
歩
き
に
は
十
分
注
意

　
し
ま
し
よ
う
。

　
　
自
動
車
内
と
か
自
転
車
の
荷
カ

　
ゴ
等
に
財
布
等
置
き
忘
れ
な
い
よ

　
う
に
。

O
自
動
車
、
バ
イ
ク
等
は
必
ず
キ
ー
を

　
抜
き
取
り
、
ロ
ッ
ク
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
つ
。

自
衛
官
募
．
集

一、

ｩ
衛
隊
生
徒
（
少
年
自
衛
官
）

受
付
期
間
　
昭
和
6
1
年
1
1
月
1
日
～

　
昭
和
6
2
年
1
月
4
日

資
　
　
格
“
昭
和
6
2
年
3
月
卒
業
見

　
込
み
の
者

一
次
試
験
一
昭
和
6
2
年
1
月
6
日

試
験
場
…
宮
崎
地
方
連
絡
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

身
分
及
び
待
遇
晒
採
用
を
も
っ
て

　
三
等
陸
士
に
任
命
、
特
別
国
家
公

　
務
員
に
な
り
ま
す
．
、

資
格
取
得
飽
海
等
学
校
の
卒
業
資
格

　
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
し
く
は
自
術
隊
日
向

募
集
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
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綴
織

回圃

轍鯉龍

　身体障害者福祉週間

　（12月9日一書5日）

宮
崎
県

　
勤
労
者
美
術
展

　
　
　
作
品
の
募
集

　
県
で
は
、
勤
労
者
の
美
術
活
動
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
会
期
　
昭
和
6
2
年
2
月
5
日
か
ら

　
　
　
　
2
月
9
日
ま
で

▽
作
晶
の
部
門

　
絵
画
、
書
道
、
写
真

▽
出
品
資
格

　
県
内
に
居
住
し
又
は
勤
務
先
を
有

　
す
る
勤
務
者

▽
作
品
の
規
格
、
制
限
等

　
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
一
部

　
門
に
つ
き
一
点

田
絵
画
　
号
数
は
8
号
～
5
0
号
で
額

　
縁
を
施
す
こ
と

ω
書
道
　
小
画
仙
半
切
又
は
小
画
仙

　
半
切
を
同
画
一
以
内

働
写
真
　
白
黒
写
真
は
半
切
以
上
全

　
倍
ま
で
、
カ
ラ
ー
は
四
ツ
切
り
以

　
上
全
紙

　
そ
の
他
、
作
品
の
搬
入
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
、
宮
崎
県
商
工
労
働
部
労

政
課
（
倉
〇
九
八
五
－
二
四
－
一
一

一
一
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町
立
保
育
所
（
坪
谷
・

鶴
野
内
）
及
び
山
陰

　
保
育
園
の
園
児
募
集

　
昭
和
六
十
二
年
度
に
町
立
保
育
所

及
び
私
立
山
陰
保
育
園
に
、
子
ど
も

を
入
所
希
望
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
六

十
二
年
［
月
六
日
か
ら
】
月
二
十
六

日
ま
で
に
入
所
申
請
を
受
付
ま
す
。

　
　
町
立
保
育
所
は
、
満
三
歳
か
ら

　
入
所
で
き
ま
す
。
申
請
用
紙
は
、

　
役
場
住
民
課
目
は
、
鶴
野
内
・
坪

　
谷
の
各
保
育
所
に
準
備
し
て
あ
り

　
ま
す
。

二
、
山
陰
保
育
園
は
、
概
ね
生
後
五

　
ヶ
月
か
ら
入
園
で
き
ま
す
が
、
申

　
請
書
に
添
付
す
る
書
類
の
説
明
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
が
直
接

　
役
場
住
民
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
V
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
1
2
月
1
6
B
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

⑭
國
最
寄
姻
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
2
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。▽

日
時
　
1
2
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

9
噸
聾
◎
．
ら
与
噸
・
◎
塾
◎
・
6
、
◎
毎
6
．
◎
・
ら
◎
も
◎
1
奄
◎
ρ

ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　　ρφ　　　　　　　　　　　9φ　　　　　　　　　　9“　　　　　　　　　99　　　　　　　　ρ9　　　　　　　09　　　　　　0φ　　　　　09　　　　・，　　　●φ　　’φ　　oψ　oφoφ

今
月
の
主
な
行
事

。
日
向
地
区
親
善
少
年

　
剣
道
大
会
陰
月
7
日

　
9
時
　
中
央
公
民
館

0
町
P
T
A
研
究
大
会

　
1
2
月
1
4
日

越
表
小
学
校

　　　　　　　　　　　　　θφ　　　　　　　　　　　　一ψ　　　　　　　　　　　　ρφ　　　　　　　　　　　σ，　　　　　　　　　　ゆ0　　　　　　　　　99　　　　　　　　99　　　　　　　99　　　　　　ψ“　　　　　ψ一　　　　ψ，　　　oφ　　θ，　　oφ　ψψψ，

ψ
1
聾
噸
亀
も
嬉
噸
・
ら
ら
一
り
◎
塾
◎
毎
－
奪
令
奪
6
勢
6
奪
ら
寺
ら
、

。善

灯意・

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
烏
黒
の
大
石
敏
夫
さ
ん
か
ら

　
（
嘉
吉
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
畑
原
ケ
サ
ヨ
さ
ん
か
ら

　
（
昭
則
さ
ん
・
5
7
歳
半
死
去
V

◎
鶴
野
内
の
林
年
夫
さ
ん
か
ら

　
（
リ
ノ
さ
ん
・
8
8
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